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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年，オブジェクト指向によるソフトウェア

設計開発が普及している．それに伴い，設計の

品質向上のためにソフトウェアの設計時に頻繁

に発生する問題とその解決策を記述したデザイ

ンパターン[1]の利用が増加[2]している．しか

し，適切なデザインパターンを適用するために

は，ソフトウェア設計開発に関する知識と経験

が必要となる．そのため，既存研究[3]では，デ

ザインパターンを推薦する手法として，ユース

ケース記述とデザインパターン判断規則とのパ

ターンマッチを行い，デザインパターンの判定

を行う手法が提案されている．しかし，この手

法は，各デザインパターンに用意されているル

ールとのパターンマッチでデザインパターンを

判別しているため，汎用性が低いという問題が

ある．そこで，本研究では，Web リソースから

各デザインパターンの解説箇所を特定[4]し，デ

ザインパターンに特化したコーパスを作成する．

そして，そのコーパスと判定対象のユースケー

ス記述を利用してベクトル空間モデル[5]でデザ

インパターンの判定を行うことで，精度の高い

デザインパターンの適用支援を目指す． 

２２２２．．．．研究研究研究研究のののの概要概要概要概要    

本研究では，Web リソースと GoF（Gang of 

Four）のデザインパターンカタログ[1]から作成

したコーパスを利用して，ユースケース記述か

ら適用可能なデザインパターンを判定すること

を目的とする．本システムは，図１に示すよう

に，１）コーパス作成機能，２）デザインパタ

ーン判定機能の２つの機能により構成される． 

２２２２．．．．１１１１    コーパスコーパスコーパスコーパス作成機能作成機能作成機能作成機能    

本機能では，Web リソースとデザインパター

ンカタログからデザインパターンの解説文を収

集し，デザインパターン毎に分類してコーパス

に登録する．本機能は，Web ページ収集処理，

Web ページ分割処理，解説文分類処理の３つの

処理により構成される． 

２２２２．．．．１１１１．．．．１１１１    WebWebWebWebページページページページ収集処理収集処理収集処理収集処理    

本処理では，Google SOAP Search API を利

用して，デザインパターンに関する Web ページ

を検索し，そのWebページを取得する． 

２２２２．．．．１１１１．．．．２２２２    WebWebWebWebページページページページ分割処理分割処理分割処理分割処理    

Web ページ内には，デザインパターンの解説

文以外にもメニュー部分や広告部分などの不要

な部分や，複数のデザインパターンの解説文が

含まれる場合がある．これらの Web ページをそ

のまま登録すると，デザインパターンの推薦精

度低下の原因となる．そこで，本処理では，

VIPS（a VIsion-based Page Segmentation）ア

ルゴリズム[4]を利用することで，Web ページの

内容をブラウザ上の表示に従ってブロック単位

に分割し Web ページから必要な箇所のみを収集

可能にする．    

２２２２．．．．１１１１．．．．３３３３    解説文分類処理解説文分類処理解説文分類処理解説文分類処理    

本処理では，デザインパターンの解説文を分

類してコーパスに登録する．デザインパターン
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の定義であるデザインパターンカタログ内の解

説文をコーパスに登録する．そして，ベクトル

空間モデルを利用して，ブロック内の解説文と

デザインパターンカタログ内の解説文の類似度

を算出し，該当するデザインパターンに一致す

るコーパスに解説文を登録する． 

２２２２．．．．２２２２    デザインパターンデザインパターンデザインパターンデザインパターン判定機能判定機能判定機能判定機能    

本機能では，入力されたユースケース記述と

コーパスを利用して，本システムが推薦するデ

ザインパターンを判定する．まず，コーパスか

らデザインパターン毎の文章情報を抽出する．

次に，ベクトル空間モデルを利用しユースケー

ス記述とコーパスに登録されている各デザイン

パターンの解説文の類似度を算出する．そして,

類似度が最も高いデザインパターンを推薦結果

として出力する．最後に，システムが推薦する

デザインパターンをユーザに提示する．ここで，

ユーザの理解やシステムへの適用を支援するた

めにデザインパターンカタログの内容もあわせ

て提示する． 

３３３３．．．．システムシステムシステムシステムのののの実証実験実証実験実証実験実証実験とととと考察考察考察考察    

実証実験として，本システムの有効性を確認

するために，経験者が実際に適用したデザイン

パターンと本システムが推薦したデザインパタ

ーンを比較した．今回実験対象は，参考文献[1]

の第２章で紹介されているテキストエディタの

事例とする． 

３３３３．．．．１１１１    実証実験実証実験実証実験実証実験    

本実証実験では，まず，デザインパターン名

23 個を検索語として Web検索を行い１つのデザ

インパターンで 100 件ずつ合計 2,300 件の検索

結果とデザインパターンカタログを利用してコ

ーパスを作成した．次に，デザインパターン判

定機能にユースケース記述を入力し，本システ

ムが推薦するデザインパターンを決定した．最

後に，ドキュメントエディタの事例で実際に適

用されているデザインパターンと本システムが

推薦したデザインパターンとの一致率を算出し，

その結果について考察を行った． 

３３３３．．．．２２２２    結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

実証実験に使用したドキュメントエディタに

適用されている各デザインパターンと本システ

ムが推薦したデザインパターンとの一致率を表

１に示す．この結果から，システムに適用され

ているデザインパターンと本システムが推薦し

たデザインパターンの一致率は，全体では 58％

となった．各デザインパターンの推薦結果を確

認したところ，Composite パターンの誤判定２

つはいずれも Visitor パターンであった．

Compositeパターンと Visitorパターンはデザイ

ンパターンとして類似しているため，各コーパ

スの特徴語が重複してしまったと考えられる．

また，Strategy パターンの結果を確認したとこ

ろ，Template Method パターンと誤判定してい

た．ここで，入力したユースケース記述とデザ

インパターンカタログのみを比較したところ正

常に Strategy パターンと判定された．このこと

から，コーパス作成段階で Strategy パターンの

分類精度が低かったと考えられる．Decorator パ

ターンと Abstract Factory パターンについては，

全ての推薦結果が一致した． 

４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

本研究では，ユースケース記述から自動的に

デザインパターンを推薦する手法を提案した．

実証実験では，経験者が実際に適用したデザイ

ンパターンと本システムの推薦結果を比較して，

本システムの有用性を確認した．今後は，ユー

スケース記述以外の仕様書情報も考慮して，よ

り高精度にデザインパターンを推薦する手法へ

発展する予定である． 
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表１ 実験結果 

Decorator Abstract Factory Composite Strategy 全体

ユースケース記述数 3 3 3 3 12
正解数 3 3 1 0 7

一致率（％） 100 100 33 0 58
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